
【補足】 

２０１７さがを創る大交流会：学生と企業がアプリをコラボ開発！！ 

 
                             

        
 
 
 

 
 
 
１．経緯 

今回の大交流会は１５３機関が出展し、COC+参加校を含め１，０００名以上の学生参加が予想される大規模な大交流

会となっている。当日の効率的な運営のため、参加学生の出席確認やブース訪問数などを一括してスマートフォンで管

理することとした。 

 

 

２．専用のアプリケーションソフトの開発 

専用ソフトの開発は佐賀大学のインターフェース科目である 2 年間でできる「がばいベンチャー」の作り方（担当教員：

田中宗浩 教授）内で (株)オプティム 九州エリアマネージャーである長沼俊介氏の指導の下、学生らが半年をかけて

作成した。デザインは芸術地域デザイン学部４年生の清水理絵さんが佐賀大学の学章とマスコットであるカッチーくんを

あしらって作成した。 アプリの名前は複数のアイディアの中から授業内で投票を行い、農学部３年生の西村美樹さんの

“サガしる”が選ばれた。 

この授業の受講生は情報系専攻の学生はおらず開発着手当初は開発できるか不安な部分もあったが、１０月５日に

会場である佐賀県総合体育館にてソフトの動作試験を行い、実用に問題ないことを確認した。 
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